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物部川流砂系総合土砂管理検討協議会設立の経緯 物部川流砂系

濁水の長期化を解決をするためにも上流から海
岸域までの土砂動態の把握及び土砂が流下しな
いことによる環境上のリスクの整理、総合的な
土砂管理の推進が必要であるとの意見が出され
た。

物部川流砂系総合土砂管理検討協議会の設立経緯

これまでの議論を踏まえ、山地から海岸までを一体的に捉えた物部川全体
の濁水対策を含む総合的な土砂管理に対する基本的な考え方をとりまとめ
た。

○平成16年及び平成17年の台風被害による山腹崩壊の発生により、中小洪水でも堆積した土砂から濁水が発生し、濁水が長期化する状態。
〇平成17年に県が主体となり、濁水減少への対策を目的として国（国交省、林野庁）、県、学識者、漁協で構成する「物部川濁水対策検討
会」を発足。

○濁水の長期化を解決するためには上流から海岸域までの土砂動態の把握及び土砂が流下しないことによる環境上のリスクの整理、総合的な
土砂管理の推進が必要であるとの意見が出され、令和3年度には山地から海岸までを一体的に捉えた物部川全体の濁水対策を含む総合的な
土砂管理に対する基本的な考え方をとりまとめた。

○令和6年度には、総合土砂管理をより効果的に進めるため、土砂管理に特化した場で議論を深め、総合土砂管理計画を策定する必要性につ
いて関係機関の間で合意。令和7年度に「物部川流砂系総合土砂管理検討協議会」を設立。

総合土砂管理をより効果的に進めるため、土砂管理に特化した場で議論を
深め、総合土砂管理計画を策定する必要性について、関係機関の間で合意。

総合土砂管理計画の策定と、総合土砂管理の着実な実現を目的に、物部川
流砂系の関係機関により構成する「物部川流砂系総合土砂管理検討協議
会」を設立。

■令和３年度あ

■令和２年度あ

■令和６年度あ

■令和７年度あ

土砂管理に関する他会議との関係性（河川関係）

1

高知県が主体となり「物部川濁水対策検討会」
を発足。

■平成１７年度

永瀬ダムにおける濁水発生状況(H17)

根木屋山腹崩壊(H16)

物部川濁水対策検討会
・目的：
物部川流域における濁水に係るモニタリング
及び技術的検討を行うとともに、物部川濁水
対策検討会によりとりまとめた内容をフォロー
アップ。

物部川水系
流域治水協議会

・目的：
物部川流域においてあらゆる関係者が協働
して流域全体で水害を軽減させる治水対策
「流域治水」を計画的に推進するための協
議・情報共有を行う。

物部川流域学識者会議
・目的：
「物部川水系の河川整備」に関して、学識
経験を有する者が意見交換を行うとともに河
川整備計画策定・変更・点検等を行う。

物部川流砂系
総合土砂管理検討協議会
・目的：
物部川流砂系における土砂の流れの改善
を目指した対策の実施主体として、物部川総
合土砂管理計画を策定し、効果的かつ効率
的な総合土砂管理に係る対策及び総合土
砂管理の実現に向けたモニタリングの実施。

検討結果
の共有

検討結果
の共有

協議結果
の報告

物部川水系河川整備計画

反映
(各協議会の検討結果を踏まえた内容)

検討結果
の提言

：総合土砂管理において連携を図る

検討結果
の共有


